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設置の背景・概要　等
⾼齢化の進むわが国では、地⽅やへき地のみならず都市部においても外来通院が困難な虚弱⾼齢者や、⾼度医療を要するものの頻回な外来通院が困難な⾼
齢患者が急増すると予測され、患者の⾼齢化が進む循環器疾患では⼤きな問題となり、「在宅医療」が注⽬を集めている。しかし、これらはいまだ発展途上であ
り、慢性期に基礎疾患の増悪などの病状変化を早期検出できるツールや、それらの情報を共有することができるツールなどが求められている。
パラマウントベッド株式会社の眠りSCANはシート型のモニタリングデバイスで、マットレスなどの下に敷くことで、ベッド上での睡眠・呼吸・⼼拍とその変動を連続的に評
価できる。⼊院中でも在宅でも使⽤可能であり、通信端末を使⽤することでこれらの情報を遠隔からモニタリングができる。この眠りSCANを循環器疾患患者の在
宅でのモニタリングデバイスとして応⽤し、遠隔モニタリングによって病態の把握や管理が可能であるか否かを検証することを⽬的として臨床研究を⾏うこと、また、これ
らの研究を⾏うフィールドとして病院と在宅医療機関の間のネットワークの形成することが講座開設の⽬的である。
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